
ウシオグループではお客さまのニーズを的確に捉え、お取引先さまと一体となって製品の開発・品質の

向上を進めることで、「当たり前品質」の上を行く「魅力的品質」を備えた製品・サービス、新たな価値を

提供していきます。

お客さま・お取引先さまとのかかわり

基本理念

　ウシオは製品の品質を最優先と認識し、世界のマー

ケットへ高品質で、安全で信頼性の高い経済的な製品と

サービスをタイムリーに提供し、顧客の要求に応えます。

行動指針

1.　 お客様第一、品質第一に徹して、最新技術で、魅力
ある商品を開発して、顧客の要求と信頼に応えま
す。

2.　 顧客のニーズを満たすため、品質マネジメントシス
テムを全社へ展開し、その有効性の継続的な改善
に取組み、さらなる品質の向上に努めます。

3.　 顧客との情報共有化を図り、コスト改善、新製品開
発、新規市場開発を行い、世界マーケットへ高品質
で、安全で信頼性の高い経済的な製品をタイム
リーに提供します。
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品質方針
ウシオ電機では、全社統一の品質方針を制定し、品質の向上に力を入れています。

UPS（USHIO Production System）
ウシオ電機 播磨事業所では、2012年3月期

から独自の新しい生産方式の確立を目指し、

UPSと呼ばれる取り組みを開始しました。事業

環境の激しい変化の中で、どのような環境にあっ

ても高品質な製品を効率よく提供するためには

これまでのやり方を踏襲し決められた枠の中で

改善を積み重ねるのではなく、従来から培って

来た改善活動（UPS、TPM*、TQC*）を統合し、

多角的視点から改善を進めています。

UPSは「社員一人ひとりの自発性や熱意をもっ

て、創意工夫により仕事の欠陥をなくしていく」

ZD（ゼロ・ディフェクト）活動を基盤とし、“製

造技術グループ”、“品質システム改善グループ”、

“教育・啓蒙グループ”の３本の柱から構成されて

いた従来の活動を事業所内で再編を行い、

2014年4月からは改善の具体的活動実施として

“事業所内全員参加”“見える化”を徹底した事業

所内の小集団活動という展開を新たに始めまし

た。事業所内では91集団が結成され、活動の

リーダーには女性や若手社員も積極的に活用されるなど、具体的な改善活動の推進とともに自主的な

管理を促す人材育成、現場の意識改革にも寄与した活動となっています。

これらの活動により、見える形でのものづくりの基盤確立、効率化、職場の活性化や活動の継続化な

どを狙っています。

カスタマーサービスセンターの取り組み
カスタマーサービスセンターでは、お客様での装置の安定稼動、顧客満足を第一に考えタイムリーな

安心、安全の提供とともに、お客様から頼りにされる存在であり続けたいと願っています。近年では、

当社の装置製品の最終ユーザー様が海外を中心に展開を進めている背景もあり、韓国、台湾、中国拠点

との連携にて、現地でのサービス体制の充実化が進んでいます。医療機器など扱い製品群の拡大と

ともに、提案型サービスの充実化が必要性を増しており、製品販売との連携も深めつつ、これからもさ

らなるお客様満足度向上にチャレンジしていきます。
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